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特集●展覧会の舞台裏を特別レポート

特集

めったに見られない？！

展覧会の舞台裏を特別レポート
　イルフ童画館では現在「版画家の眼　川上澄生と武井武雄」と銘打った企画展を開催中です。
その前は「竹久夢二の世界　武井武雄の憧れ」が行われていました。こうした企画展は、どのよ
うに計画され、実際に開かれるのでしょうか。美術館は、未知の世界への入口。情熱や感動が
つまっているステキな場所ですが、貴重な作品を公開したり、保管したり、貸し借りしたり…とい
う美術館、そして展覧会は、どんな工夫や苦労に支えられているのでしょう。今月は、展覧会
の会場では見ることのできない、その舞台裏に迫ります。
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竹久夢二の世界　武井武雄の憧れ
平成24年11月16日（金）～平成25年１月29日（火）

梶山俊夫展
平成24年９月14日（金）
～11月13日（火）

真珠まりこ絵本原画展
平成24年６月29日（金）
～９月11日（火）

展
覧
会
は
こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
る

企
画
展
っ
て
？

　

自
館
の
所
蔵
品
を
展
示
す
る
展
覧
会
を
常
設
展
と
呼
ぶ
の
に
対
し

て
、
よ
そ
か
ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
借
り
受
け
て
構
成
す
る
の
が
企
画
展
で

す
。
ど
ん
な
テ
ー
マ
設
定
で
、
ど
ん
な
展
開
を
す
る
の
か
…
。
話
題
性
・

集
客
力
だ
け
で
な
く
、
美
術
館
と
し
て
の
検
証
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
つ
ま

り
は
学
術
的
に
質
も
重
視
し
て
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く
の
が
、

企
画
力
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
。
イ
ル
フ
童
画
館
は
、
岡
谷
市
出
身
の
童

画
家「
武
井
武
雄
」の
童
画
、
版
画
、
刊
本
作
品
な
ど
を
中
心
に
、
子
ど

も
の
心
に
ふ
れ
る
真
の
芸
術
を
紹
介
す
る
市
立
の
美
術
館
で
あ
り
、
そ

う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
と
に
、
童
画
や
絵
本
、
武
井
と
の
か
か
わ
り

な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、年
間
５
本
ベ
ー
ス
の
企
画
展
、さ
ら
に
は
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
が
計
画
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

【
最
近
の
企
画
展
】

イ
ル
フ
童
画
館
、
な
う
…

　

現
在
開
催
中
の
「
版
画
家
の
眼
」
は
、

川
上
澄
生
と
武
井
武
雄
の
接
点
に
注
目

し
、
版
画
と
い
う
共
通
項
で
、
常
設
展

の
枠
を
も
取
り
外
し
た
画
期
的
な「
テ
ー

マ
展
」で
す
。
２
階
に
あ
る
企
画
展
示
室

だ
け
で
は
な
く
、
３
階
の
武
井
武
雄
作

品
展
示
室
に
も
会
場
を
広
げ
て
、
子
ど

も
へ
の
ま
な
ざ
し
、
身
近
な
暮
ら
し
へ

の
ま
な
ざ
し
、文
明
開
化
や
西
洋
趣
味
、

遊
び
や
玩
具
、
空
想
の
世
界
な
ど
、
さ

ら
に
は
版
画
年
賀
状
交
換
会
「
榛は

ん
の
会
」

や
刊
本
作
品
友
の
会
で
の
交
流
に
、
同

時
代
を
生
き
た
武
井
と
川
上
の
ふ
し
ぎ

な
ま
で
の
同
調
と
似
て
非
な
る
個
性
を

見
い
だ
し
、
芸
術
性
、
作
品
の
魅
力
を

比
較
し
て
楽
し
め
る
、
興
味
深
い
構
成

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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い
ざ
、
展
示
替
え
！

　

イ
ル
フ
童
画
館
の
場
合
、
企
画
展
と
企
画
展
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
谷
間

は
、
通
常
わ
ず
か
に
２
日
。
そ
の
う
ち
の
１
日
で
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

ビフォー

しまう

準備

「夢二展」閉幕翌日。朝の時点では、2階の企
画展示室、3階の展示室とも、展示内容は前日
のまま。まずは、額の揺れなどを感知する安全
と防犯のためのス
イッチを切り、作品
を動かせる状態に
して作業をスタート
します。

武井作品は、収蔵庫の作業台で額
から外して、１点ずつ専用の引き出
し（桐のタンス）にしまいます。

倉庫から展示室へ
川上作品は、10日ほど
前に、搬入口から倉庫
へと到着済み。館の環
境に慣れたところで荷
が解かれ、スタッフに
よって慎重に取り出さ
れた絵は、１枚１枚資料
と見比べながら入念に
チェック。展示プランに
合わせて準備され、出
番を待っていました。

壁から外した作品は、あらかじめ準備され
た座布団のうえに、大切に降ろされます。

夢
二
作
品
は
、
箱
を
照
合
の
う
え
、
1
点

ず
つ
確
認
し
て
梱
包
。
さ
ら
に
段
ボ
ー
ル

に
つ
め
て
、
返
却
に
備
え
ま
す
。

黙々とみんなで…。
壁はだいぶすっきりとしてきました。

展
示
ケ
ー
ス
の
な
か
も

慎
重
に
。

すっかり空になったケースは、
撤収、移動！

3
階
。
お
な
じ
み
の
武
井
作
品

も
降
ろ
し
て
、
版
画
の
作
品
に

か
け
替
え
ま
す
。

ケースもこの通り…

展示プラン
どの展覧会の場合でも、展示替えの
前までに、展示プランができていな
くてはなりません。作品の選定をし、
展示場所に合わせて、どこにどの作
品を展示するかを想定。設計図のよ
うな展示プランを用意するのです。

作家や作品の背景までを研究して作品を選び、最終的
に展示プランを作るまでには、2か月ほどを要するそうで
す。この間に、展覧会のポスターやチラシも準備します。
どんな雰囲気にするか、タイトルの文字に使う書体は？
配置は？など、学芸員が思い入れたっぷりに制作します。
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完成！
（アフター）

設営現場

　

子
ど
も
た
ち
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

あ
る
童
画
作
品

と
は
違
い
、
武
井

が
自
ら
の
芸
術

性
を
追
求
し
た

版
画
に
出
会
え
る

の
も
今
展
の
魅
力

で
す
。
日
本
に
お

け
る
抽
象
表
現
の
先
駆
者
、
恩
地
幸
四
郎
の

影
響
を
受
け
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
世
界

を
日
本
の
版
画
に
置
き
換
え
た
よ
う
な
作
品

は
、と
て
も
新
鮮
。鳥
の
連
作
へ
の
流
れ
な
ど
、

大
人
が
楽
し
め
る
内
容
で
す
。
所
蔵
品
が
川

上
作
品
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
新
感
覚
の
コ
ラ

ボ
企
画
。
意
欲
あ
ふ
れ
る
企
画
展
へ
、
ぜ
ひ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

イルフ童画館では、専門業者を頼む
ことなく、展示替えのすべてを、こう
してスタッフが協力し、手づくり感満
載で作り上げていきます。

スポットライトは、額のう
えあたりを照らすように
…。美術品のなかでも、
日本画や水彩画、また
古い作品は、とくに光に
弱いので、細心の注意
を払うのだそうです。

展示プランに合わせ
て、額座布団、作品
を並べます。防犯セ
ンサーを額裏に取り
つけるのも忘れずに！

壁
面
の
金
具
や
展
示
ケ
ー
ス
な
ど
の
準
備
も
着
々
と
…

平行か垂直か間隔はどうか…1作品ごとに確認しな
がら、丁寧に慎重に取り付け作業。

作品が見やすいか、展示
順やくくりの意味がわかり
やすいか、見る人の流れ
がスムーズか、などを考
えながらの作業。ぎりぎ
りまで時間をかけ、「ちょっ
と窮屈だから、横にずら
そう」「色のバランスを考
えて、入れ替えよう」など、
ときには大胆に、ときに
はミリ単位で、位置など
を調整します。

よりよい空間演出をめざす、ス
タッフの試行錯誤を経て、位
置が決まると、題名や制作年
の書かれたプレート（なんとマグ
ネットでワンタッチ！）もつけられ
ていきます。

照明は、展示作業の仕上げ。可動
式の足場に乗ったスタッフが、スポッ
トライトをひとつずつ調整していきま
す。ほかのスタッフは、足場を支え
たり移動したり、作品への光の当た
り方や見え方を確認していきます。

同一ケース内に2人の作品が並ぶ 子どもの目線を意識した低めの展示は、“童画館”ならでは

「今後も長く美しい状
態を保ち、すばらしい
芸術として引き継がれ
ていくように」と、作
品の取り扱いには心を
こめています。

…というわけで、展示替えの日は、
山岸館長以下一同、作業しやすいカ
ジュアルスタイル。

展示作業の７つ道具が満載のワ
ゴンから、それぞれ必要な道具
を持ち出して。
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情報
問合せ●☎２４ｰ３３１９

市内在住・在学の小・中学生、高校生は無料です

【休館日】 木曜日 
【開館時間】 午前９時～午後６時
【入館料】 一般８００円・中高校生４００円・
　　　　小学生２００円
【年間入館券】 一般2,000円・高校生1,000円

　英語教師をしていた川上澄生
と童画家の武井武雄は、版画
家というもう一つの顔を共通し
て持っていました。創作を通じ
て交流があった2人の子どもた
ちへのまなざし、暮らしへの眼
を探る展覧会です。明治から昭
和へと同時代を生きた2人の版
画作品をお楽しみください。

会期：4月16日（火）まで

榛の会20周年記念
自画像（川上）1954年

榛の会20周年記念
自画像（武井）1954年

【イベントのお知らせ】　会場：１階はらっぱ
★銅版画＃５（要申込み）
日時…3月3日（日） 午前10時～午後４時
材料費…800円　　定員…15名
今までこの講座に参加したことがある人は、制作したもの
にアレンジを加えて、初めての人は基本のエッチングに挑
戦します。
★木版画をつくろう 〈2日連続講座〉（要申込み）
　日時…3月9日（土）・10日（日） 午前10時～午後5時
材料費…500円　　定員…10名
２～３色の多色木版にチャレンジします。2日間連続でご参
加ください。
★消しゴムはんこをつくろう（要申込み）
　日時…3月16日（土） 午前10時～正午
材料費…100円　　定員…15名
木版は力が必要で大変という人も、お手軽に楽しめる消し
ゴム版画ではんこを作ってみましょう。
★和紙孔版版画にチャレンジ（要申込み）
日時…3月17日（日） 午前10時～午後3時
材料費…500円　　定員…15名

特殊な和紙を使って簡単にできる、コロジオン版画を制作
します。
★熱血！イルフ童画館書道部（進級編）（要申込み）
　日時…3月24日（日） 午後2時～４時　　定員…15名
新年度の決意や目標を筆で書いてみよう。

★蔵書票作品集をつくろう（要申込み）
　日時…3月30日（土） 
　　①午前10時30分～午後1時30分
　　②午後2時30分～５時30分
材料費…2,500円　　定員…①・②とも10名
図版と文字で本の所蔵者を示す小さな紙、蔵書票。武井
や川上も蔵書票に凝りました。日本豆本協会会長の田中栞
さんの指導で、自分だけの蔵書票をつくります。
★〈トークイベント〉 川上澄生と武井武雄
日時…3月31日（日） 午後2時～４時
定員…先着50名
川上澄生と武井武雄の両者を知る関根烝治さんから、2人
の人となりや思い出をお聞きします。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョッ
プ
は
、
美

術
館
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。

定
番
と
い
え
ば
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
で

す
が
、
ラ
ム
ラ
ム
王
の
切
手
シ
ー

ル
や
岡
谷
市
観
光
協
会
推
奨
の
手

ぬ
ぐ
い
な
ど
、
新
し
い
企
画
も
の

も
大
健
闘
、
人
気
が
あ
り
ま
す
。

川
上
の
版
画
グ
ッ
ズ
も
充
実
。
売

れ
行
き
は
上
々
で
す
。

　
「
版
画
は
、
少
し
地

味
め
な
イ
メ
ー
ジ
も

あ
り
ま
す
が
、
素
朴

な
味
わ
い
や
ぬ
く
も
り

な
ど
、
独
特
の
感
触

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
〝
好
き
〞
や
〝
い
い
な
〞
で

な
く
て
も
、
何
か
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
武
井
は
か
つ
て
、
西
堀
の
双
燈

社
で
版
画
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
地
元
の

版
画
制
作
の
火
が
、
さ
ら
に
熱
く
と
も
る
よ

う
に
…
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
、
楽
し
い
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
企
画
し
て
い
ま
す
。
版
画
を

体
験
し
て
か
ら
作
品
を
見
る
と
、
大
変
さ
が

わ
か
っ
た
り
、
感
じ
方
も
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
」と
、
担
当
学
芸
員
の
齋
藤
さ
ん
。

今回はテーマ性にこだわり、それに合わせて
展示方法も大きく変えてみました
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第
７
回 

武
井
武
雄
記
念  

イ
ル
フ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ 

日
本
童
画
大
賞　

紙
上
作
品
展

　
「
日
本
童
画
大
賞
」は
、
武
井
の「
童
画
」の
精
神
を
継
承
発
展
さ
せ
、
新
し
い
児
童
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
て
、
２
年
に
１
度
開
催
し
て
い
ま
す
。
第
７
回
は
、一
般
の
部
に
１
０
５
点
、

初
め
て
実
施
さ
れ
た
、
こ
ど
も
の
部
に
92
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
受
賞
作
が
決
定
し
た
２
月
に
は
、
同
館「
は
ら
っ
ぱ
」で
作
品
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
一
部
で
す
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

【一般の部】 日本童画大賞「トイレさん」  竹
たけ

与
よ

井
い

かこさん（合作）

【一般の部】 優秀賞（信毎賞）

「ともだち」
蟹
かに

沢
さわ

 民
たみ

恵
え

さん

【一般の部】 準優秀賞

「ボンボとヤージュ
　あついあつい島

ジマ

の冒険」
ザ･キャビンカンパニーさん（合作）

【こどもの部】 ラムラム賞「マッチ競走」
加
か

藤
とう

　峻
しゅん

くん（田中小6年）

【こどもの部】 イルフ賞「雪だるま」
西
さい

條
じょう

　樹
いつき

くん（田中小6年）

　文字を入れずに、
絵だけの絵本として表
現してみようというのも
挑戦でしたが、ものが
たりも自由に考えられ
たので、作るのが楽
しかったです。最後
の場面を、ほんわかと喜ばしい感じに仕上げ
られたところが、とくに気に入っています。受
賞できて、とてもうれしいです。

　棒人形のイメージ
が、マッチに発展し
て、ストーリーができま
した。工夫したのは、
ゴールシーンの設定
で、自分ではわりと満
足していましたが、賞
をもらえるとは思っていなかったので、びっくり
しました。友だちが「おもしろい！」と読んでく
れたら、と思います。


